
全国スカウト教育会議 ３０，５，２７（長良川国際会議場）              ２０１８年 7月２６日 

                                                         新 藤 信 夫 

         スカウト増加の為の団・隊の取り組み   

１、地域貢献から組織拡充へのヒント   千葉県連盟 八千代第２団 片寄 朗氏 

 １、八千代市 人口 ２０万人 東京への通勤圏として人口は増加中である。 

 ２、団の歴史は４５年あり、キリスト教会で 登録人口は８６名でうちスカウト４８名 

 ３、団としての募集活動はしていないが、「親子自然体験活動」を、子供ゆめ基金から年／１００万円の支

援を受けて、年４回開催している。「ザリガニつり」などを通じてＢＳ活動を知らしめている。 

   ・ 川の学校： ボーイスカウト流ザリガニつり  ⇒ 秘密の川にでかけよう！！ 

   ・ 森の学校： ボーイスカウト流森のたんけん ⇒ ひみつの森にでかけよう！！ 

・ 親子の対話を深めるための： ボーイスカウト流いもほり＆焼きいも ⇒ ひみつの畑に行こう! 

 

 ４、ボーイスカウトに入ろうではなく、地域にボーイスカウト活動を認知させ、結果 BS に入ってもらう。 

   ・ 組織の枠を超え、地域の子供の個々の成長につながる、プログラムを提供することが、これからの

使命の柱になって来るのではないでしょうか。 

   ・ 我々が取り組んでいるスカウティングに誇りと自信をもって、スカウト達や地域と向き合っていく 

 

 ５、現在は緊急事態でもあるので、できるだけ早く入団させるには、保護者との人間関係を活用して口コ

ミ活動を行っている。 

   ・ できない理由を積み重ねるのではなく、できる理由を真剣に考えて積み重ねていく 

 

 ６、多勢の親子が参加してくれるのはなぜか。 

   ・ 子供に体験させたいが、どうすればよいかわからない。 

・ 入団してくれるのを目的にしていないが、入ってくれればありがたい。 

・ チラシは１０，０００枚作成して、学校で配布してもらう。（教育委員会からは募集活動はダメと言わ

れている。）・・・・BS の広報活動はかまわないが。 

・ ホームページの活用 （更新をまめに行う）・・・訪問者は多く見に来てくれる。 動画も作ってる 

訪問者 D/60 人、 記事 UP日は 200 名、3 年間訪問者 46,000 人、文字ではなく写真が良い 

 

 ７、八千代第２団としてやるべきこと 

   ・  地域への協力、地域からの協力 

・ 団委員のベクトル合わせ 

・ 美味しいハンバーグを売る。 

・ 外部への広報と内部への広報活動 （保護者＆スカウトへ） 

     ＊ 八千代第 2団は、社会、自然や環境の中での様々な活動を通じて、 

「生きる力」を身に付け、「自ら考え行動し責任が持てる国際社会で 

活躍できる社会人」を育てます。 



 



Ⅱ、「標準団を維持するために」愛知連盟みよし第２団 伊藤京子･川内和弘氏 

１、 平成１０年スカウト数 ４０名 ⇒ H３０年 １１８名 ・・・・ チャレンジスカウト１００プラン 

２、 スカウト数減少の原因 

① 活動内容に不満（スカウト・保護者共に）   プログラムに魅力がなく、 

きちっとした集会ができていない 

② 保護者とのコミュニケーションが不足 活動内容の説明不足、保護者も指導者任せ 

③ リーダーの資質の問題  活動への取り組み姿勢が悪い  保護者の信頼関係が低い 

④ 団・隊及び各隊間の一体感が不足  指導者間のコミュニケーション不足 

                        スカウト活動に対する考え方がバラバラ 

 

 ３、みよし第 2団 再生のため  （H10～13 年 ⇒ H20 年達成）                                      

① 団・隊の指導者の資質の向上 

② 新入隊員募集活動の充実 

③ 保護者とのコミュニケーション（年 4回実施）・・・ 隊ニュース発行 

④ 隊間指導者の連携強化 （団会議の充実）  

 

４、みよし第 2団の募集活動     団の補助者としての保護者にはネッカチーフを与えている。 

⓵ チラシには、スカウト募集とは書かず、「活動体験をする」ことをアピールする。 

➁ 活動体験に必要なことをチラシには記載する。 

③ 入隊するか、しないか、のフォローをしっかり行う。 

・入隊を決めてくる人、入隊を迷っている人⇒タイムリーにフォロしないと連絡が取れなくなる 

・保護者との確実なコミニュケーションが必要、特にお母さん。メールの出しっぱなしはしない 

・次回の活動をタイムリーに案内すること・・・返事を頂けるまで連絡を続けることを実行。 

⑤  募集案内の掲載 （みよし市広報・コミュニティ新聞・公民館地域交流館・ホームページ 

⑥  募集活動のまとめ 

・初めてカラー印刷のチラシ作成・・・・写真がきれいでよかったと、評判が良かったので継続 

・気候の良い時期を考慮して、７月、１０月の年２回募集活動を実施する。 

      ・ＢＳ隊が作った料理を，ＢＶＳ隊、CS 隊、体験に来た子供たちと保護者を含め約 100 名でおい

しく味わうことができ、好評だったので継続をしたい。 

        ・随時体験可能と書いたチラシを公共施設に掲示する。 

      ・ホームページに年間の活動予定を載せて、体験に行きたくなるような対応策を載せる。 

       対象年齢 ： 年長～小学生 （男女） 

       ふつうの習い事では得ることのできない 

                     『 生きるちから 』  を学びます。 

    活動体験をしてみませんか？  男の子も女の子もボーイスカウトになれます。 

                  お気軽にご連絡ください。 



 


